
曳 船 料 金 表 

七尾市矢田新町二部 162番地 3 

北陸曳船株式会社 

                                                        電話(0767)53-8211 

                                                        FAX(0767)53-8344 

基本料金(1時間 30分当り 本船重量屯建)    (2023年 4月 1日施行) 

本船重量屯数 3,000 馬力以上 

5,000 D/W 未満 82,800 円 

7,000 D/W 未満 104,300円 

10,000 D/W 未満 127,100 円 

20,000 D/W 未満 173,200 円 

30,000 D/W 未満 231,700 円 

40,000 D/W 未満 295,400 円 

50,000 D/W 未満 370,400円 

50,000 D/W 以上 445,400 円 

付帯条件 

  １ 作業 1回の基準時間は 1時間 30分とする。 

  ２ 1 時間 30 分を超えた場合は 30 分毎に(30 分未満は 30 分に切り上げる)基本料金の

30%増とする。 

  ３ 作業時間は 08:00 から 17:00 までとし、作業時間外の割増料金は基本料金の 50%増

とする。 

  ４ 日曜日、祝日、特定休日の休日割増料金は基本料金の 40%増とする。 

    特定休日とは年末年始(12月 31日－1月 3日)を言う。 

    日曜日と休日が重なったときは翌日を休日とする。 

  ５ 荒天作業の割増料金は、基本料金の 50%増とする。 

    荒天作業とは、風速 10m 以上(気象台表示風速の 3 割増を海上風速とする)の天候に

おける作業をいう。 

  ６ 冬季割増料金は基本料金の 30%増とする。 

(冬季割増期間を 12月 1日から翌年 3月 31日までとする。この期間は荒天作業割増

料金を付加しない。) 

  ７ 被覆外作業の割増料金は、港湾区域内においては、基本料金(加算のある場合はこれ

を含む)の 20%増とし、港湾区域外においては、基本料金(加算のある場合はこれを含

む)の 50%増とする。 

  ８ 上記 2 項から 7 項までの割増料金が重複する場合は、基本料金にそれぞれ割増率を

乗じて割増料金を算出し、それらの金額を合算する。 

  ９ 取消料は曳船出動準備後申し込みを取り消した場合に発生するものとし、それぞれ

の基本料金の 30%相当額とする。 

 １０ 時間外における待機料は、1時間につき 14,000円を付加する。 

 １１ 新潟港(直江津港を含む)から七尾港までの回航料として 1回につき 1,100,000円を付

加する。 

 １２ 基地から回航後、曳船のとめおき待機要請のあった場合は、要請のあった日時から解

除の日時まで、1時間につき(1時間未満は 1時間に切り上げる)9,000円を付加する。 

 １３ 本表に定めていない料金(海難救助作業、警戒船作業、Deadship曳航作業、危険作業

等の特別料金などを含む)は予め船会社又は代理店と協定する。 

その他 

曳船が基地から作業場所まで往復に要する時間及び本船側の都合による待機時間は、

作業時間に参入する。 

 

七尾港常駐船 たか丸 さど丸 

船舶電話 001-010-8816-234-63371 － 

全長 32.50 m 31.00 m 

幅 11.40 m 8.80 m 

深さ 4.40 m 3.48 m 

満載喫水 3.30 m 2.60 m 

総屯数 254 ton 147 ton 

航行区域 沿海区域 平水区域 

速力 13.6knot 13.5knot 

曳航力 前進 59.0 後進 53.0 ㌧ 前進 45.0 後進 40.0 ㌧ 

主機 新潟原動機 6L28HX x 2 新潟鉄工所 6PA5L型 x 2 

 4500PS(2250PS*2) 3100PS(1550PS*2) 

推進装置 Zペラ ZP-31型 Zペラ ZP-21/2A型 

建造所 金川造船㈱ 相模造船鉄工㈱ 

竣工 2006年 11月 1993年 2月 

消防設備   

放水銃 4,000l/min 2基 3,000l/min 2基 

泡原液タンク 7.34 ㎥ 6.11 ㎥ 

粉末放射銃 30kg/sec 1基 30kg/sec 1基 

消火剤(重炭酸ナトリウム) 2,000kg 2,000kg 

消火ポンプ   

能力 480 ㎥/h*150m 360 ㎥/h*120m 

 


